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59 Wakayama-jyo Castle   Edo Period  Wakayama City  Tel：073-435-1044 

沿革 

 虎伏山（とらふすやま）に白亜の天守閣がそびえ、御三家の威容にふさわしい風格を醸し出す。和歌山城は、天

正 13年（1585）に紀州を平定した豊臣秀吉が弟の秀長に築城させたのが始まり。その築城を担当したのが、藤堂高

虎（とうどうたかとら）で、本丸・一の丸を造った。まず、秀長の城代として桑山重晴（くわやましげはる）が入り、慶長 5

年（1600）には、関ヶ原の戦いで功をたてた浅野幸長（あさのよしなが）が入城。そして、元和 5年（1619）には徳川家

康の第 10 子・頼宣（よりのぶ）が入城し、紀州 55 万 5 千石の城となり、いらい水戸・尾張と並び、徳川御三家のひと

つとして、長い歴史を刻んだ。和歌山城の石垣には、紀州特産の青石（緑泥片岩）が贅沢に使われている。 

                                         

庭園 

 山裾を利用した立体的な構成。豪華な滝が三つもある。

池は上下二段になっている。江戸時代の初期に作られた

ため､武士の質実剛健な部分を表していて、この時代の作

風を観賞できる。名古屋城や縮景園は後世に大改造がな

されてしまったが、この和歌山城の西の丸庭園と徳島城の

表御殿庭園は上田宗箇の作風がそのまま残っている貴重

な例である。 

 なお、大名庭園にしては陰陽石が無いのは武将の庭の

遺風であろうか。 

中央部より堀を望む 

西の滝（山に向かって右側の滝） 

水落石は多孔質の特殊な石で、向かって右の滝添え石は皺の多い特殊な青石だ。滝の左右の護岸に組まれた石

はいずれ劣らぬ青石であるが、右側護岸は二段に組まれ、立石と横石を縦横無尽に組んである。地形を活かした

絢爛豪華な滝組は日本庭園の白眉と云える。 
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中の滝の中流部   

左奥にある滝口から流れ落ちる滝は次頁の長大な滝に繋

がっている。 

東の滝   

垂直に迫り上げた石組は、まさに畳むと云え、常人で

はなし得ない力量だ。 

上段の池に落ちる東の滝   

護岸と東の滝による巨大な青石の壁は圧倒的な造形で他に類例がない規模である。 
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中の滝下流部 


